
尿
失
禁
は
、
中
高
年
女

性
に
多
く
見
ら
れ
る
。
そ

の
病
態
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
腹
圧
性
尿
失
禁
と
切

迫
性
尿
失
禁
が
二
大
疾
患

で
、
7
％
以
上
を
占
め
る

と
い
う
。
尿
失
禁
に
つ
い

て
、
二
回
に
分
け
て
取
り

上
げ
る
。
一
回
目
は
腹
圧

性
尿
失
禁
。

尿
失
禁
は
、
本
人
の
意

志
に
か
か
わ
ら
ず
尿
を
漏

ら
し
て
し
ま
う
状
態
。
症

状
と
原
因
に
よ
っ
て
四
つ

の
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る

が
、
最
も
多
い
の
が
腹
圧

性
尿
失
禁
だ
。

東
京
大
医
学
部
泌
尿
器

科
の
高
橋
悟
講
師
は
「
腹

圧
性
は
、
尿
失
禁
全
体
の

0
&
3
％
を
占
め
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で

す
。軽
い
ケ
ー
ス
も
含
め
、

成
人
女
性
の
+
&
.
％
に

見
ら
れ
ま
す
。
通
常
、
三

十
歳
ぐ
ら
い
か
ら
見
ら

れ
、
五
十
&
六
十
歳
代
が

最
も
多
い
の
で
す
」

腹
圧
性
尿
失
禁
は
病
名

通
り
、
お
な
か
に
圧
力
が

か
か
っ
た
と
き
に
生
じ

る
。
例
え
ば
、
せ
き
や
く

し
ゃ
み
、
階
段
の
上
り
下

り
、
重
い
物
を
持
ち
上
げ

る
と
き
な
ど
、
腹
圧
の
か

か
る
動
作
が
き
っ
か
け
に

な
る
。

「
圧
倒
的
に
中
高
年
女

性
に
多
い
理
由
は
、
出
産

や
肥
満
、
さ
ら
に
は
加
齢

に
よ
っ
て
、
ぼ
う
こ
う
や

尿
道
を
支
え
て
い
る
骨
盤

底
筋
が
緩
み
、
尿
が
漏
れ

や
す
く
な
る
か
ら
で
す
」

中
に
は
、
受
診
す
る
の

は
恥
ず
か
し
い
か
ら
と
一

人
で
悩
ん
で
い
る
人
も
い

る
よ
う
だ
が
、
最
近
は
治

療
法
も
進
ん
で
い
る
。

腹
圧
性
尿
失
禁
を
治
す

に
は
、
ま
ず
骨
盤
底
筋
体

操
で
緩
ん
で
い
る
筋
肉
を

強
化
す
る
。
こ
れ
は
連
動

し
て
い
る
骨
盤
底
筋
と
尿

道
括
約
筋
を
締
め
る
運
動

で
、
骨
盤
内
の
臓
器
の
支

持
力
を
高
め
て
尿
失
禁
を

治
す
の
が
目
的
だ
。

「
具
体
的
に
は
、
排
尿

時
に
尿
を
止
め
る
と
筋
肉

の
使
い
方
が
分
か
り
ま

す
。そ
の
要
領
で
肛
門（
こ

う
も
ん
）
と
腟
（
ち
つ
）

を
三
&
五
秒
締
め
、
息
を

吐
き
な
が
ら
緩
め
ま
す
。

こ
の
運
動
を
一
日
に
合
計

で
少
な
く
と
も
五
十
回
、

で
き
れ
ば
八
十
&
百
回
行

う
と
効
果
的
で
す
。
軽
い

ケ
ー
ス
な
ら
、
二
、
三
カ

月
続
け
る
と
治
り
ま
す
」

こ
う
し
た
骨
盤
底
筋
体

操
で
改
善
さ
れ
な
い
場
合

は
、
尿
道
ス
リ
ン
グ
法
と

い
う
簡
単
な
手
術
が
有
効

だ
。「ス

リ
ン
グ
と
は
、つ
り

下
げ
る
と
い
う
意
味
で
す

が
、
尿
道
の
下
に
幅
約
八

:
の
メ
ッ
シ
ュ
の
テ
ー
プ

を
通
し
て
支
え
る
の
で
す
」

こ
の
手
術
は
、
優
れ
た

治
療
効
果
を
上
げ
て
お

り
、
病
院
に
よ
っ
て
は
日

帰
り
で
で
き
る
。
健
康
保

険
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。

東
大
医
学
部
付
属
病
院

泌
尿
器
科
で
は
、
火
曜
日

と
木
曜
日
の
午
後
（
一
&

三
時
）
に
尿
失
禁
外
来
を

設
け
て
い
る
。

東
京
大
医
学
部
付
属
病

院
!
０
３
・
３
８
１
５
・

５
４
１
１
（
代
表
）
。
泌

尿
器
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、h

ttp
:
//w
w
w
.h
.

u

&
tok
yo
.
ac
.
jp
/

u
rology/

$
メ
モ
%
日
本
コ
ン
チ

ネ
ン
ス
協
会
で
は
、
排
せ

つ
に
関
す
る
無
料
電
話
相

談
を
行
っ
て
い
る
。
!
０

３
・
３
３
０
１
・
０
７
２

５
。
受
け
付
け
は
、
平
日

の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
。

成
人
女
性
の
(
&
)
％
に
見
ら
れ
る

鼻
の
上
方
（
脳
に
近
い

部
分
）
に
は
、
に
お
い
を

感
じ
取
る
嗅
細
胞
が
あ

る
。
鼻
の
中
に
異
常
が
あ

る
と
、
こ
の
嗅
細
胞
自
体

が
傷
つ
い
た
り
、
嗅
細
胞

ま
で
に
お
い
が
届
か
ず
嗅

覚
障
害
を
起
こ
す
。

原
因
は
蓄
膿（
の
う
）症

や
鼻
た
け
、
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
な
ど
に
よ
る
鼻
粘

膜
の
炎
症
や
腫
れ
、
ウ
イ

ル
ス
性
の
か
ぜ
に
よ
る
嗅

細
胞
の
障
害
、
鼻
中
隔
わ

ん
曲
症（
鼻
筋
の
曲
が
り
）

な
ど
鼻
腔
（
び
こ
う
）
形

態
の
異
常
な
ど
が
多
い
。

「
鼻
水
や
鼻
づ
ま
り
が
ひ

ど
い
人
は
注
意
」と
い
う
。

鼻
の
中
に
異
常
は
な
く

て
も
、
頭
部
外
傷
や
脳
腫

瘍
（
し
ゅ
よ
う
）
が
原
因

で
に
お
い
が
分
か
ら
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
こ
の
場

合
は
脳
外
科
的
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
に
な
る
。

原
因
は
鼻
内
所
見
や
レ

ン
ト
ゲ
ン
画
像
、
ア
レ
ル

ギ
ー
検
査
な
ど
で
調
べ

る
。障
害
の
度
合
い
は「
バ

ラ
の
に
お
い
」「
焦
げ
た

に
お
い
」
な
ど
五
種
類
の

に
お
い
の
も
と
を
か
ぎ
分

け
る
基
準
嗅
覚
テ
ス
ト
で

検
査
す
る
。

原
因
と
な
る
病
気
が
見

つ
か
れ
ば
、
治
療
す
る
こ

と
で
嗅
覚
障
害
も
改
善
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
粘
膜

が
腫
れ
て
鼻
の
中
が
狭
く

な
っ
た
状
態
な
ら
手
術
す

る
場
合
も
あ
る
。
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
や
か
ぜ
の
場

合
は
投
薬
、鼻
ス
プ
レ
ー
、

点
鼻
薬
な
ど
を
用
い
る
。

嗅
覚
障
害
は
、
そ
れ
だ

け
で
生
命
に
危
険
が
及
ぶ

こ
と
は
な
い
も
の
の
、
ガ

ス
漏
れ
や
食
品
の
腐
敗
な

ど
の
異
臭
が
分
か
ら
な
い

た
め
に
「
自
己
防
衛
と
し

て
の
機
能
が
薄
れ
る
」
と

吉
田
講
師
は
指
摘
す
る
。

に
お
い
や
風
味
が
分
か

ら
ず
、
食
事
が
お
い
し
く

感
じ
ら
れ
な
い
な
ど
生
活

に
支
障
を
来
す
こ
と
も
あ

り
、
軽
視
で
き
な
い
。

７
日
に
無
料
相
談

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会

栃
木
県
地
方
部
会
は
七

日
、
宇
都
宮
市
宮
園
町
、

東
武
宇
都
宮
百
貨
店
四
階

で
「
鼻
の
日
」
無
料
相
談

を
行
う
。
午
前
十
一
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
。
吉
田

講
師
ら
専
門
医
三
人
が
、

い
ろ
い
ろ
な
鼻
の
症
状
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
る
。

花
粉
症
や
蓄
膿
（
の
う
）

症
な
ど
、
鼻
の
ト
ラ
ブ
ル
を

抱
え
て
い
る
と
、
嗅
（
き
ゅ

う
）
覚
障
害
を
併
発
し
て
い

る
可
能
性
も
高
い
。
に
お
い

が
分
か
ら
な
い
と
、
ガ
ス
漏

れ
や
腐
っ
た
食
品
な
ど
の
異

臭
に
気
付
か
ず
、
事
故
に
つ

な
が
る
危
険
性
が
あ
る
。
独

協
医
大
耳
鼻
咽
喉
（
い
ん
こ

う
）
科
気
管
食
道
科
の
吉
田

博
一
講
師
は
「
料
理
な
ど
が

焦
げ
た
時
、
周
り
の
人
が
に

お
い
に
気
付
い
て
い
る
の

に
、
自
分
だ
け
気
付
か
な
い

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
嗅
覚

障
害
を
疑
っ
て
み
て
」
と
話

し
て
い
る
。八
月
七
日
は「
鼻

の
日
」
。

河
内
町
下
岡
本
の
国
立
療
養
所
東

宇
都
宮
病
院
は
、
七
月
か
ら
「
院
内

禁
煙
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
下
野

新
聞
社
が
五
月
に
県
内
公
的
病
院
二

十
施
設
を
調
査
し
た
時
点
で
は
、
病

棟
ス
ペ
ー
ス
で
喫
煙
で
き
る
の
は
三

施
設
だ
っ
た
が
、
医
療
機
関
で
さ
ら

に
喫
煙
規
制
が
広
が
っ
た
。
一
カ
月

が
経
過
す
る
が
、
特
に
抗
議
や
混
乱

は
な
い
と
い
う
。

同
病
院
は
今
ま
で
、
四
つ
の
病
棟

内
に
そ
れ
ぞ
れ
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
て
い
た
ほ
か
、
事
務
ス
ペ
ー

ス
で
は
火
曜
、
金
曜
日
を
除
い
て
終

日
デ
ス
ク
で
の
喫
煙
が
で
き
た
。

七
月
一
日
か
ら
は
病
棟
、
事
務
ス

ペ
ー
ス
を
含
む
建
物
内
を
完
全
禁
煙

に
。代
わ
っ
て
、建
物
と
隣
接
す
る
屋

外
の
喫
煙
所
を
新
設
、
玄
関
脇
に
喫

煙
場
所
を
設
け
、
病
院
敷
地
内
で
喫

煙
で
き
る
の
は
二
カ
所
と
な
っ
た
。

同
病
院
庶
務
課
の
佐
藤
日
吉
課
長

に
よ
る
と
、
実
施
す
る
前
か
ら
協
力

を
呼
び
掛
け
る
張
り
紙
を
出
し
た
ほ

か
、
現
在
も
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
喫
煙

の
害
を
訴
え
て
い
る
と
い
う
。
ま
た

七
月
ま
で
実
施
し
て
い
た
院
内
で
の

た
ば
こ
の
販
売
も
取
り
や
め
た
。

佐
藤
課
長
自
身
が
、
一
日
三
十
本

吸
う
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
だ
っ
た
が

「（
七
月
以
降
）喫
煙
指
定
場
所
へ
の

移
動
が
大
変
な
の
で
、本
数
が
十
本

ほ
ど
減
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
る
。
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「
院
内
禁
煙
」
を
知
ら
せ
る
張
り
紙
'
河
内
町
下
岡
本
の

国
立
療
養
所
東
宇
都
宮
病
院

明
確
な
原
因
な
し
に
毎

晩
の
よ
う
に
泣
き
だ
す
乳

幼
児
の
夜
泣
き
は
日
本
に

多
く
、
若
い
夫
婦
を
悩
ま

せ
て
い
る
が
、
添
い
寝
が

誘
発
し
て
い
る
ら
し
い
。

こ
ん
な
可
能
性
を
示
す

調
査
結
果

を
、
国
立
精

神
・
神
経
セ

ン
タ
ー
武
蔵

病
院
の
福
水
道
郎
医
師

（
小
児
神
経
科
）
ら
が
、

仙
台
市
で
こ
の
ほ
ど
開
か

れ
た
日
本
睡
眠
学
会
で
発

表
し
た
。

東
京
都
内
で
健
診
を
受

け
た
乳
幼
児
の
養
育
者
、

計
約
四
百
五
十
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
し
た
。
夜
泣
き
は

一
歳
半
ま
で
に
、
五
人
の

う
ち
三
人
が
経
験
。
三
、

四
カ
月
児
の
夜
泣
き
は
、

添
い
寝
な
し
で
７
％
な
の

に
、
添
い
寝
あ
り
で
-
％

に
達
し
て
い
た
。託

児
し
て

い
る
子
や
日

中
に
よ
く
泣

く
子
ほ
ど
、

夜
泣
き
は
多
く
、
歯
ぎ
し

り
す
る
子
に
も
目
立
っ

た
。
夜
泣
き
を
な
く
す
に

は
夜
間
の
熟
睡
が
役
立

つ
。
福
水
さ
ん
は
「
三
歳

で
十
時
間
し
っ
か
り
寝
る

子
で
は
夜
泣
き
が
少
な

い
」
と
話
し
て
い
る
。

吉田博一講師

全
国
十
二
の
が
ん
患
者
登

録
か
ら
推
計
し
た
最
新
の
が

ん
生
存
率
を
厚
生
労
働
省
研

究
班
（
班
長
・
大
島
明
大
阪

府
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
調
査

部
長
）
が
ま
と
め
、
国
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
で
こ
の
ほ
ど
開

か
れ
た
が
ん
臨
床
研
究
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
発
表
し
た
。

分
析
対
象
の
が
ん
患
者
は

一
九
九
三
年
の
約
八
万
人
。

全
国
の
患
者
の
五
分
の
一

で
、
日
本
の
平
均
像
と
み
ら

れ
る
。
五
年
生
存
率
は
0
％

（
男
性
/
％
、
女
性
1
％
）。

臓
器
別
で
は
乳
房
6
％
、
子

宮
5
％
と
、
女
性
の
が
ん
で

成
績
が
良
か
っ
た
。
次
い
で

大
腸
4
％
、
胃
2
％
。
死
因

一
位
の
肺
は
,
％
、
肝
*
％

だ
っ
た
。

七
五
年
か
ら
九
七
年
ま
で

の
罹
患
（
り
か
ん
）
率
推
移

で
は
、
胃
や
子
宮
の
が
ん
が

減
り
、
肺
や
結
腸
の
が
ん
が

増
加
。
同
研
究
班
は
'
強
力

な
た
ば
こ
対
策
(
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
対
策
)
胃

や
大
腸
な
ど
の
有
効
な
が
ん

検
診
徹
底
&
で
「
が
ん
は
減

ら
せ
る
」
と
提
言
し
て
い
る
。

今
年
中
に
禁
煙
を
成
功
さ

せ
よ
う
&
。
財
団
法
人
日
本

予
防
医
学
協
会
（
東
京
都
江

東
区
）
は
、
六
週
間
で
禁
煙

を
進
め
る
「
ら
く
ら
く
禁
煙

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
る
。
一
九
八
八

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
今
回
が
十
回
目
。

こ
れ
ま
で
に
約
三
万
六
千
人

が
参
加
し
、
八
千
人
以
上
が

禁
煙
に
成
功
し
て
い
る
と
い

う
。参

加
者
は
、
大
阪
が
ん
予

防
検
診
セ
ン
タ
ー（
大
阪
市
）

作
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ

て
禁
煙
に
挑
戦
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
た
ば
こ
の
害
悪
情
報
を

提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、「
格

好
よ
く
見
せ
た
く
て
吸
っ
て

い
る
8
あ
こ
が
れ
喫
煙
9
」

な
ど
自
分
自
身
の
喫
煙
習
慣

を
分
析
し
た
り
、
「
吸
い
た

く
な
っ
た
ら
時
計
を
見
て
秒

数
を
数
え
て
み
る
」
な
ど
身

近
な
対
処
法
を
紹
介
し
て
い

る
。「

ご
褒
美
」
も
禁
煙
の
き

っ
か
け
に
な
る
と
、
成
功
者

全
員
に
認
定
証
と
図
書
カ
ー

ド
を
贈
呈
。
抽
選
で
五
万
円

分
の
旅
行
券
な
ど
も
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
。

個
人
で
も
応
募
で
き
る

が
、同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

職
場
全
体
で
禁
煙
に
取
り
組

も
う
と
、
団
体
で
応
募
し
て

く
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
九
月
一
日

か
ら
で
、
リ
ポ
ー
ト
返
信
に

よ
る
通
信
制
。
参
加
費
は
四

千
円
。
申
し
込
み
は
八
月
十

七
日
ま
で
。
（
問
）
同
協
会

!
０
３
・
３
６
４
９
・
３
８

０
９
。

高
齢
の
心
筋
梗
塞
（
こ
う

そ
く
）
患
者
で
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
が
あ
る
人
は
、

脳
卒
中
を
起
こ
す
率
が
高

い
、
と
米
エ
ー
ル
大
疫
学
公

衆
衛
生
科
の
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・

リ
ク
ト
マ
ン
助
教
授
ら
が
報

告
し
た
。

同
助
教
授
ら
は
、
心
筋
梗

塞
で
入
院
し
た
患
者
十
一
万

一
千
人
以
上
の
診
療
記
録
を

調
べ
た
。
こ
の
う
ち
、
２
・

５
％
が
退
院
後
六
カ
月
以
内

に
脳
卒
中
を
起
こ
し
て
入
院

し
て
い
た
。

脳
卒
中
に
よ
っ
て
再
入
院

し
た
人
の
八
割
近
く
が
六
十

五
歳
以
上
で
、
高
血
圧
、
糖

尿
病
、
心
房
細
動
、
心
不
全
、

末
し
ょ
う
血
管
疾
患
、
脳
卒

中
の
既
往
歴
と
い
っ
た
危
険

因
子
を
持
つ
率
が
高
か
っ

た
。同

助
教
授
は
「
心
筋
梗
塞

後
の
脳
卒
中
発
症
は
、
心
筋

梗
塞
患
者
の
生
存
率
の
向
上

と
高
齢
者
の
増
加
に
よ
っ

て
、さ
ら
に
一
般
的
に
な
る
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
危
険
因

子
を
持
つ
人
に
絞
り
込
ん

で
、
積
極
的
な
治
療
を
行
い

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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嗅嗅
覚覚
障障
害害
放放
置置
しし
なな
いい
でで

ガス漏れ、腐敗察知できず
骨
盤
底
筋
の
体
操
が
有
効

腹腹圧圧性性尿尿失失禁禁成人女性の２０－３０％に
花
粉
症
な
ど
で
鼻
粘
膜
炎
症

投
薬
、日
帰
り
手
術
で
治
療

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
る

６
週
間
で
禁
煙
し
よ
う

乳
幼
児
の
夜
泣
き

添
い
寝
が
誘
発
か

５
年
生
存
率

５０
％
と
推
計

が
ん
患
者

高
齢
の
心
筋
梗
塞
患
者

高
血
圧
な
ど
で

脳
卒
中
高
率
に

���
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尿尿
失失
禁禁
にに
悩悩
むむ
!

喫
煙
所
２
カ
所
に
限
定

�����������������
�����������������
�����������������７７月月かからら全全館館禁禁煙煙にに 国立療養所

東宇都宮病院

独独
協協
医医
大大

耳耳
鼻鼻
咽咽
喉喉
科科

吉吉
田田
講講
師師
にに
聞聞
くく

１３ #!!#年（平成１４年）%月$"日（水曜日）健 康 第３種郵便物認可


